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都市再生整備計画事業　事後評価シート（原案）

竜野駅周辺地区

令和２年１2月

兵庫県たつの市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 28ha

交付期間 0.427

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり -

なし -

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

 １）事業の実施状況

関連事業である竜野駅橋上化事業において、JR西日本との協議に
不測の期間を要したため。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

32

1,500

当初計画
から

削除した
事業

道路（（仮）山津屋原線）、公園（（仮）駅南黍田公園、地域生活基盤施設（自由通路）

2,800

R2

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

52

効果発現要因
（総合所見）

新たに追加し
た事業

地域生活基盤施設（駅北駐輪場）、高質空間形成施設（駅前北広場シェルター）

その他の
数値指標２

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

竜野駅及び周辺環境に対
する満足度

％ 28 Ｈ25 45

％ 49 Ｈ25 31 R2

R2

 ５）実施過程の評価

基幹事業にて整備した都市公園の維持管理を行う地元住民グループの形成、駅周辺での地元主催による地域活性化のためのイベント開催など、活発で良好な市街地環境づくりの機運が高まった。

その他の
数値指標３

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

住民参加
プロセス

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

・今後も継続して実施していけるよう、市は後方支援を行う。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

交付期間
の変更

その他の
数値指標1

指標1

指　標

指標２

竜野駅ふれあいフェスティ
バルの来場者数

指標３ 人/年

数　　値

・地区内の地元グループによる都市公園の維持管理

・本事業で整備した駅南黍田公園などの施設を活かしたまちづくりを地
元とともに引き続き進める。
・関係各機関や地域住民等との連携によるソフト施策（地域イベント）な
どの継続的に行っていく。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

モニタリング 都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

・駅周辺地区の居住者及び駅利用者を対象に、駅周辺の現状及びまち
づくりについてアンケート調査を実施。
・地元グループによる駅周辺のジオラマ作成、及び作品の展示

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

効果発現要因
（総合所見）

実施状況

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

交付対象事業費

駅北広場等の整備や自由通路の整備が
一体的に行われることで、交通結節機能
の強化や、今後の竜野駅及び駅周辺のま
ちづくりに対する期待が高まった。

駅南黍田公園の整備により、子供たちの
遊び場や災害時の避難場所としての公園
が整備されたと共に、駅周辺の基盤整備
等が一体的に行われることで、地域住民
の居住環境に対する不満が改善された。

・駅前広場やアクセス道路等の整備によ
る交通結節機能等の強化に合わせ、駅南
黍田公園の整備により、フェスティバル参
加者数の増加を期待したが、地域の拠点
となる地域交流センターの整備期間の延
長や、竜野駅周辺整備に伴う会場の変更
（神部神社⇒揖保川公民館）及び開催規
模の縮小により、事業の効果が確認でき
なかった。

令和4年3月

関連事業である(都)駅前南線において、未整備区間があり、歩道照
明灯の整備が行えないため。

影響なし

地域創造支援事業（歩道照明灯の設置）、事業活用調査（竜野駅周辺地区事業効果分析調査）、まちづくり活動推進事業（まちづくり協議会支援）

令和3年10月×2,400 Ｈ26

△
地区内の道路・公園に対
する満足度

影響なし

影響なし

事業名
地域生活基盤施設（案内板設置、自由通路、駅南広場シェルター）、高次都市施設
（地域交流センター）

地域創造支援事業（歩道照明灯の設置）

数　　値

　平成28年度　～　令和２年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

交通結節点機能強化、自由通路利用の安全性、快適性を確保し、
駅南北の利便性の均衡を図るため追加。

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

国費率平成28年度～令和２年度 令和２年度事後評価実施時期

兵庫県 市町村名 たつの市 地区名

1,034.5

竜野駅周辺地区



様式２－２　地区の概要

単位：　％ 28 H25 45 R2 52 R2

単位：　％ 49 H25 31 R2 32 R2

単位：　人 2,400 H26 2,800 R2 1,500 R2

地区内の道路・公園に対する満足度

竜野駅及び周辺環境に対する満足度

竜野駅ふれあいフェスティバルの来場
者数

竜野駅周辺地区（兵庫県たつの市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・駅北側からのアクセス向上、歩行者、自転車の通勤・通学者の安全確保が図れたが、更なる利便性向上を目指すため、駅周辺の道路、駅前広場、既存自由通路のバリアフリー化などの整備を推進する。
・地域住民が集い交流を深め、地域の活性化を支援するため交流拠点施設の整備の推進及び関係各機関や地域住民等との連携によるソフト施策（地域イベント）などの継続的な開催。

まちの課題の変化
・駅北広場及びの既存自由通路のバリアフリー化の整備が一部完了し、駅利用者の安全性や快適性が向上した。
・駅南黍田公園の整備により、子どもの遊び場や地域の交流の場、災害時の避難場所が整備され、多くの子どもや親同士の交流の場となっている。
・ハード整備を進める中で、駅周辺のジオラマ製作・展示や、本事業で整備した駅南黍田公園の維持管理グループができるなどまちづくりの機運が高まりつつある。

目標値 評価値

【大目標】　魅力と活力ある都市交流拠点づくり
　【目標１】 交通利便性を生かした拠点づくり（都市基盤施設整備による利便性向上、交通結節点機能
の強化）
　【目標２】 安心で快適な生活環境づくり（都市基盤施設整備による居住環境改善）
　【目標３】 地域の活性化に向けた交流づくり（地域コミュニティ活動による地域住民間交流の活性化）

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

せせらぎ公園

竜野

駅

正條みなみ公園

y

幼

神部幼稚園

文

揖保川中学校

黍田ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

揖保川公民館

揖保川文化ｾﾝﾀｰ

k保

認定こども園

■関連事業

道路事業

【（都）駅前南線】

■基幹事業

道路事業

【（仮）山津屋原線】

■基幹事業

公園事業

【（仮）駅南黍田公園】

■基幹事業

地域生活基盤施設

【自由通路】

■基幹事業

地域生活基盤施設

【駅北駐輪場整備】

■基幹事業

高質空間形成施設

【駅前広場整備（ｼｪﾙﾀｰ）】

■提案事業

地域塑像支援事業

【歩道照明灯の設置】

■提案事業

事業活用調査

【事業効果分析調査】

■関連事業

道路事業

【（都）山津屋原線】

■関連事業

道路事業

【（都）駅前北線】

■関連事業

道路事業

【市道駅前荒田線】

■関連事業

道路事業

【市道山津屋黍田線】 ■関連事業

道路事業

【市道山津屋平田線】

■関連事業

地域生活基盤施設

【自由通路 既存駅舎部】

■関連事業

地域生活基盤施設

【竜野駅前南広場 ｼｪﾙﾀｰ】

■関連事業

竜野駅橋上化事業

■関連事業

駐車場整備事業

■関連事業

下水道事業
■関連事業

地籍調査事業

■関連事業

集約都市形成支援事業

■関連事業

地域公共交通再編事業

■関連事業

竜野駅前花飾り事業

■関連事業

地域生活基盤施設

【竜野駅前広場 案内板】■関連事業

竜野駅ふれあいﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

■基幹事業

道路事業

【（仮）山津屋原線】

■基幹事業

公園事業

【（仮）駅南黍田公園】

■基幹事業

地域生活基盤施設

【自由通路】

■基幹事業

地域生活基盤施設

【駅北駐輪場】

■提案事業

まちづくり活動推進事業

【まちづくり協議会支援】

計画区域

国道

県道

都市計画道路

鉄道

河川

都市公園

公共施設

都市機能誘導区域

居住誘導区域

凡例

グリーンハイツ公園
基幹事業

提案事業

関連事業

凡例

竜野駅周辺地区（28ha）


